
１．用法・用量を守って、分娩前の妊娠豚に２回注射すれ
ば、十分な効果が得られます。

注意：子豚に注射しても効果はありません。

２．子豚に免疫をつけるため、母豚が乳を十分出している
か、乳を飲んでいない子豚がいないかを確かめましょう。

３．ワクチンの効果を十分引き出すために、農場内をいつ
もきれいにし、消毒を徹底するなど、日頃からの衛生管
理に気を付けましょう。

養豚農家のみなさまへ
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妊娠豚の筋肉内へ２回注射す
ることにより、分娩後、乳汁を飲
んだほ乳豚の発症を防いだり、
症状を軽くすることができます。

分娩分娩初妊娠 妊娠

2週間

製品ごとに
決められた

間隔 （妊娠のたびに繰り返し）

豚流行性下痢（ＰＥＤ）ワクチンの正しい使い方

平成26年４月

 ワクチンの特徴

 正しい使い方


